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炭化水素爆發に於ける低温焔(coldflame)に就て






















淡化水素 と酸素とρ 混合瓦斯のr;iAに於け る爆發の領域に麟いて,そ の隈界壓力krxlleSR
瀝度との閣係は耽.一AidにSemenoffの式1}にて炎に される.
1・9P一十 ・ ・..(1)
然る.1・・P・ett・e,.DUm…玉s糊 ま鰹 で280.C灘4000〔:の低瀝で髏 し・更1嫡 温で
は爆發ぽ停止 し,580。Cに建 して轟ぴ爆發 を起す様な現象 を見出して居 り,文 恥wnen`1嚇は
更に廣い壓力の範圍で研究レて居るが.かLる 低温での爆發の領域は上の(n式 では爽はし

























は,かLる 低沮で發生 する低1羅{に 引絏L..・で,.所謂高温焜
の生 成する こと を見出 して ゐろ.
ATeumann及AivazOv3).itペンタ.ンの 低澄での酸 化 反應
の機構 を研究 し,280。～400。Cの温 度で ぽ,或 る誘導 期跼
{ち〕の後に,低 潰娼 が反應瞥1ζ滑つて遲 い遽度で傳播 す る
ことを見IHした.かLる 燃燒 の 反應生成物/i一一般 に,ア
ルデハ イ ド,過酸 化物,ア ル コール、hび 次等で'.f:,i-o)酸化
物 は極 少最で ある.今 その一例 を示す と第一國 の如 くで あ
る.
此 の實驗の條件で は誘 導期閲約8.2秒の後に低濃娼 を生
じ,暗 室で あhrxfLの予f白い光 を見 るzと がnsる が,乂 マ ノメータ ーで も約55mm.Hg.の
壓 力の堆 加 を示 して!.Sる.此1曝力の墳 加は一部は低 温岸茎に 依る燃箆 の結果分子數 の培 加に依
電 第三高擲 校・
物 理 化 学 の進 歩Vol.16nNo.5(1942)
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り,「部は灰應熱に依る氣榿の膨張 ど考へ られ:7ac
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焔が生成 し得ない壓 力隈界であ り,水銀詫粍数で表はし,恥 なる糜 力以上では低濃眉か ら高























































にi1'ひ發 生す る熱 も多 くな り,從 つて冷却が 少 くな4.そ の縞果 全歴がPhを 越zる 様 な欺態
で は第二 め爆 發即 ち高 温壻 の發生 を見 るので あろ.
NeumalLn9》1り}u)rvl及び その協冊 構 は ブ タンrcN:1:いてのかLる 問題 を精細 に研究 してり る
ので以『ドその實験 結 堪及 び動 力學的 考察 に就 ㌧.・て紹 介 しよ うと思 ふ.
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192 八木 ・ 炭 化水 紊爆 發 に 於 けsAYiSfR.〔Cold..Ilame)に俄 て(紹 介} V.d.%VI
〔u〕7タ ンの低 温燿 に關す る賢驗 的 事賢
1)低:ｮ焔の誘導期間.
今 ブタン 酵ー素の滉合瓦斯の低溜焔に就いてそ爾簧驗結果の一例として,窪 々な澀度に於け
る低淵 の碑 爛 拂 二表に妻鵬 ・
第譲 ガ シ嘸 酬 囃 麟澗に蛤 る温脚 騨
xl.p=47Um幽m陰1{9











































慨 魔 糊 鵬 の嫐.・・9・と濃度の轡 ・!・嫻 系を購 ずると第三鬪・示枷
き直線 を得 る.依 つて低1幽 の誘 鯨期hflτ1と疲應管の 渥康Tと の關 係は次式 の如 く表 は し
得 る.
τ、re-7'丁蕭con5し(2)
第三 圖に於 げ るLEAの傾斜 よ りr=22000なる値 を得s,.
次 に又7籃 と混合瓦新 の全 颶Pと の繭係は次の如 く表 ば され る.
τ1(P-PoPI=const.(3)
既 處にPoは 低 濫娼 の現 はれ得 る下限界颶であ り,nは 恒數で あ る.第 四闘 に宗 す如 くion
τ,とlog.(P-P。).も又直繍 係が 得 られ る.此 の直線 め傾斜 よ りして
n=1.2
な る値 を得 る.故 に(3)式は
r,(P-Po)L3=collsし.(4)
に書 換へ 得 る,以 上(2)及び(4)式 を組合 はせて,低1嬲 の誘導 期間 の澀 度及び混合瓦斯 の
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f薩'N‡LEI(iRi線])よ.り1千o.mm.{lg.でその時餌 罎鵬 約 出o。cで あ.る・
2,ブ タン酸素混合瓦斯へのi蚕加瓦斯あ影響ト
鋭hロmac卜er,3⊃,Mn[1er助,Brenshede.等のfdf'? ic依.1LFY,.か.1$5化水素の酸1多厚騨 峯.多く遖
鑚颶 ミであると考へ られる・$'{1こ若 し加 る反鯀 に不活性鞭 を混合す鰐 ・そρ活倒 置心
越 欝 擘へ攤 す る僻.繊 少し 結励鷹 を嘩.さ せることが灘 し彳尋る・.
又薪 し反慮氣體に對 して活性な氣釐 を混 人すれば,新しく二次的活性中心 を生 じ,連鎮の分
枝 を促 し,從つて又反聴iを一暦促進させることが豫想し.得る.
かLる 理論上の意味の外に,ate水素の抵温焔 に於t,て,多くのアルデハ イドを生すること
は工業的の意喇5'があ砂 である・故1;1燃雄 進 」 脚 雄 るたゆ叫 照 啗姓 す砂 哮
淡化水素の酸化反感に對 し添加瓦斯 を混入 したる際の動力學的研究 も興味ある問題であ.る.





H.,を添加 したる揚合の低温燔の誘導胡闘に針する影簿に就 いては,第三鬪及び鐺西幽に示 す
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1!iA 八木.炭 化 ホ 粢 爆 渡 に於 け る低 温 紹(Cdld.'Flame)に就 に(紹 介丿 Vnl.SVl
山)二 酸化糠 添加の影響
LU.を添加したる際の.低r發 生の領域ぱ.第五岡の曲線5,sに て示 され る.又 低混岸1の
誘導鵬1と 撒1「 及鰹 力pと の1肋 陽:113第ヨ 級 ぴ期 圖に示cALIf,の攤 とｫ.
一致 し(2)式准ず(4)式は又その瘍合に も戒立すろ.CO皀を加へたる%3uの低濯焔の誘導期
間の減少1‡第旱表1ζ示す如 くである.





















































エチルエーテルを添加したる際の面 齦昌生成の領域は第五鬮の曲線7 ,8にて示.され る.此
の揚合は低温焔及び高温娼生成の限界は低温[1ρ低堅の方へ移行する.. .
〔d)ヂ イソプロビル コ=一t1V添加 の影饗
同 じく第 五圃 の曲線9,toに て;,:され る.そ の揚 合の影響はHこ を添 加 した るGOと 殆 ん






































飽和 炭化 水素 σ)直鎮系 の ものは,そ の イソ型の異性照 よ りも酸 化 ぎれ 易い ことぱ よぐhiiら
れ 海$實 で ある・
例 へばP・pe而IUcksi・琶,N;ilgerはオ ク〃 の種 々の鍬1:艦の研 究 に於 いで ノ.・レマ'け ク
タ.ンは他 の イ ソ.塑の もの よ りも一層口壁い濃 度で酸 化 し初 める ことを77:した.]30yd及びその協
同者は父 オ クタンSfiiの高L・側鎮型 の毅化 水素の 方が酸 化され難 い ことを示 して ゐ る。
低温眉 も又 直釧型の構造 の方が發 坐 し易い享實 も知 られ て ゐる.
TownendIηとその協 同者は ヘプ タンと察氣 との混 合物 に於 いて,そ のAJ71FEが0.25黛墜 を越
した場 合に低温焔が 出初 めるが,イ ソオ ク タンと餐氣 との混 合物 の揚制.s,低iiiの發生 には
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實際低溢に於いて1側鎖型の構造 を持つ炭化水素は,直鎮型の もの.よりも熱分解 し易い,故
に酸化反應の過醗に於いて,炭化水素 と酸素又に筌氣.との混合物で,..側鎮型の もの方が初期活
性 中心を生成 し易W.然 るに之等側鎮型の毅化水素の方が酸化 し難 い傾向を持つことは,「酸化
飃 叩 働繊 作用の1雛 に期 る二訣的な雕 に馴 する拷 へられる・




若 しnの炭化水素が 直鎖型の ものであれば,酸Te反應の第 一段で生成する アルデハ イrは
獪ほ酸化 され,淡 素原子の一個少いアルデハイドへ と分解される.auち,
・RC:H,COH.十〇.≒RCOH十CO十.H.U:
か くて,ア ルヂ ハ イ ドの.破壊 的酸化 反應 は,ア ルデ ハイ ドが フオルムア.ルデハ イttcす る迄
縦績 しアルデハ イ ドは炭 化水素酸 化反應の驕 媒 として作 用す.る.
BoneとHill'"はエ タンの酸 化 はアセ トナル.ヂ)・イ.ドが存在 する#6}13可成促進 され.るこ
とを示 し,Townend効とその協同者 は ア:ルヂ1・イ ドを加ぺ:ると,多 くの釁化水素 の 自然發 火
`Spontaneousignitionlの濃 度 を低下 さす こと.を發見 した.又AivazovとNeumann'=nはベ ン
タンの低 温眉 の誘 導期悶 は,ア ルデ ハイ ドの添 加に よつて著 しく減 少 するrと を見r十sし.た.
F.dger..に依れ ば前蓮 め ブ・げ ハ イ ドの破壊 的酸 化反瓲{
ym.m.





,最 近To、mend望}は最も簡翠なケ トン,躑ちア{ト ンは
複雑な炭化水素よJ)も,低溢眉 を生威 し難いことを示 し
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豫 想に反 して,此 のA低 淵娼4k成の領 域 ば.,.低壓の 方へ少 しく擴 げ ら.るのみで;ヂ イソプ
ロビル耳r.テ〃.と:伺檬 な緒 果 を示 してゐ る..
又 アセ トンを添 加 した る際 の低 温焔の誘導期聞 ら と,容 器の濃 度T.及 び混合瓦斯 の初齪
pと の關.際}‡一(ti)式と類 似1.L,』.一..一
.s・1〔P-Po)1・蟹e驢罰圃oπ富冨66轟9L..(7).
な る關 係式 力ま得=られ 尢.
之 よb推 察 して,'..アセ トンを加へ た るとき1鵡 そのn及 び γの値 は,.アセrシ を加へ ざる
揚 含 と比 較 して 大體 一致 する こと.よb.しr;.その反應め機樗が 同様 で あ る.こ.どを 意 味す る.と
考へ られ,從 うて 旦dgerQ>云ふ如 きゲ トンめ掬制 作用は.見られ なかつたのであ る.
㈹NH3及 びN2添 加の影響
郷 螺 の酸化の齢 唹 いて,㍗し.デが ドが蛾 する・と.は多くの鯲 事餅 の示罅
である.故 に若 しアルデハ1ド が この爆發反應1こ於ける蓮鎮球瓲1の活性 中心とし℃作用する
ならば,此の反慮瓦斯にア1.モ昌ヤを添加.するときは,ア蓋毛昌ヤがアルデ丿・.iドと1Frilしz
安定分子を作 り,活性中心が破壊 される故に,低置迢 の誘導期聞に對 し薯 しい影響を持つであ
らρことが豫輝レ得る・. .........1.一..
然るに巓 の齦 ア・モ評 添加の胎 の騨 躙 岬 少は・稀 性なN・鱒 力∬せ硼 合
と同 じ程度であるζとが分つた.之 を第五表に示す・
第五表.Na取 ・M転睡加ρ影轡.





「15㏄ ・詈 ss 92
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ブタン醸素の 混含物tζwri性瓦斯 を 添加する割合を
ロ









るといふ實験事實 よりして,ア ルデハヂ ドぽ炭化水素酸　
化反應の活暁中心 とは勧 得 な、・ものと結論し得 祝 獪,ア 々デ ・・イド:を.充分多量に抑へたる
際に も低温燔の誘導期聞が零になら顕といふ案驗結果.よりして.も同様のこと.が推論 されるの
である.
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No:v 八木..炭化 水 素爆 凌 に於 け る 低温 焔(wld'.llawe冫.lmo.就て(紹 介) ]9)
.3.)低濫焔の誘導期間と過酸化物.との關係...
N・um…等は測 匕水素の酸1匕反應に於いて,低 温焔 を發生する迄の誘導期間は,:麺 矧 箭
に過酸他勅が生成され,そ め過?ire物が或る隈界量Xkに逵するに要ナる時闇であるとし,か
くて必婁量の過酸物が畿 舵 れた とき爆發 を起 し.柢濫燧.を發生する:と考へてゐ.る.
hkr=し反應瓦新に 一定量の過酸化物を..加へて置けば;を れだげ誘導期間が域少する筈で
ある.
X.だけめ遯酸化物 を加ぺたるとき,峰酸r匕物め生成蓄稜する逑 度.Wを次式の如 く表はし得
ると.假定する.即ち
・r砦rh.(9)
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溺 八木 ・ 測 ヒ水 素爆 段 に於 げ る.Pk温燬(Oold.日am。)に就 (紹 介) Vol.XVI
ルパ 尸オキサ イ ド(C_H;).n.,をa.ooF/,o.zi,及.ぴ.・0.5go』を加へ て低1鵬 の誘導 期闇 の減
を少 し觀測 た.そ ρ結 果 を第 八鬪 に示 す.
又 ヂ 丼チルパ ーオキサ.イ.ドを加岱・温度津3'10。Cで一完 に し・.種々な.る至 雕で策騎 した る
結 果 τ、とlogと .の關 係 を見 るに,第 九鬮に示す如 き.直線 關係.を得 たので:φる.



























帥ち過酸物 を 醸 に相営ナるだけの濃度に添加 した







と,過 酸化物が或 る眼界彙に逹するまで生成蓄棲 したる時icy發を起すzと を假定 してゐる.
前者に就いては,..かLる假定 より演繹 されたる式(ユ7).がよく實驗結果 と一致することxり
誰 明.され,後 者の問題 に就 いては 過酸化物 のみの 熱分解並びに熱爆發 に關する實驗がある.
¥'eumann及'(}Tutal:inの實鹸に依ればヂエチルパρオキサ イドの熱分解反慮では,その分解
の機構は非常lc複維であ り,連鎮反應の如 きHF見を示すが.その速度は犬體一次反憇 として衰
はす ことが出來 る..そめ辿 度恒鞍kば 次式に示 し得る・.
k=`IG-t,・11=x,e1-x:









第 六 表19uｰC8・ζ於 け る種 々 の
初 壓 に鍬 ナ ち.ヂ.エヂ ル ・`一
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一剛の曲線;1に示す.同 容積の窒素 を混合する.と,dii線?1.ζ示す如 く,爆發 の隈界蹊が減少












ヂ エ ーw,.オ キサ ル ド










限 界匪 と温 度 との 醐 係
第 一卜 二 圖
種 々.の灘 に於ける膿 の限界堅の決電蹴!'て の孅 結果 を第+二 敵 示す・
縦軸に隈界壓pの 對数 を,戡軸に反鯲温度Tの 逆鼓 を取 りて囲示すると.一直線とな+,.
之は爆發隈界に關fiるSemetwflの式と一致する
logl・一 一窒+B(14)
實驗 の結果 よ りA=35〔}0,B昌一6."で あっ た.蔚 しヂ エチ ルパ ー オキサ イ ドの分解が雖
な.る熱 反應 に基 付 くものな らば.そ の活性 化エ ネル.ギー F.は
1?=2.3R.A=lfiQfN)cnl./mo(.
に等 しくな くてはな らぬ,
然 るに活性化熱の實驗URi3210(10uKl./11101。とな る.
かLる 相逡 は ヂ ヱチ ル・パーオキサ イ ドの 分解が熱 反慮 でな く,逕 鎮 反慮の性質 を持 つてゐ
る ことを示 す.'
メチルハ イ ドロパ ー オキサ イ ドも 又 そ¢)熱分解が爆頚 的 に進行 す る あ るり定め 隈界康 を示
す.
一定 の溢 度で,或 る限界黶pヒ 以 下では分解 ぱ徐 々に進 行 し,それ以1:では熱 した る反感管
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脚 八木 ・ 炭{ヒ永 ヨFid&3#i卩二於 け る低置組蝸{c・置孔Name}}こ就'C(fii4r) V邑〕1.XVI
に瓦斯 を導 入するや否や分解 を起す.第 十三圏ビはそめ爆褒隈界 を示ず.
!ogpと1/rの關 原を第十四岡に示す.此 の掲合る又直線颶係を示 しSemeuoffの式とよく























.日.つ實駿結果はこの(H)式.と.充分 よき一教を示すのである,然 るに此の式は過酸化物 を全
然入れないか又は揃めて少最なるとILは1實 蘇 と一致サナ,馨X詈0即 ち坦醗化物 を全然
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No.聶 n.淡 化 ホ 索爆 發 に 於 け.る"t温照(coldNone)に就 て.(鰯 介)
∴h(no十xにk)一!・(」}+恕)一kち
C=0なち禍合の誘導期間7。 は
㍉ 一 ÷ 】・(kXk1十nゆ)
依 つて過酸 化物 をcnvu.H,.加へた場合,一 般 に次 式が 成.立する・
・1一÷[1・(」妊 ・Xk,一lns-1・(1+・n,ka)]
Xの 大 な る値及びn。 の 少3bると きは,
11・(・手告)墨 ・
依 つ て 此 め 場 合 忙 は
kr,.=111Xk-lnx
と な り堕 こ の(.,.,)は(11)式と 一 致 す る,
200mm.1:lg.,T=3200C)その 直 線 の 傾 斜 よU
k=?.3









今.(20).式に於 け るkとn。 の(di.を計算 して見 よう...第九圖 に於 ける曲線.,.に於いて,(P=





此 の('13)式は極 めて 少量の過酸 化物 を加へた るときの誘導 期聞 を求 め る式で ある.
(11)式及び(23)式で計算 して得た る値 と,實 驗値 との比較 を第 七表 で示 す・
Xが.0.005mm.Hg..以上 の時は兩 式共實験値 と一致 し,xが0.005mm.Hg,.以下の場合 に
は(19)式の方が よく實驗 値 と一致 す る.但 τ1の賞驗 値ρ内 ゴヂ ツ ク塑の活字 の郁分 は,か
、る微 最の揚 合の實驗 は困難 で あ るか ら,外 挿 法に依 りて計算 した數'`r'であ る。
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覩 八 オこ・ 炭イ匕水業 爆 璽 に 於 け ζ1紙温 沼 睡4【田ame)に 就 に(紹1h) V`,L¥V]








































































ヂ メチ ルパ ーオ キサ イ ド又 ぽ メチル ハ イ ドロバ ー才キサ イ ドを 混合 したる揚 合,種 々な る




pm.m. T=300ｰC z=s:.nｰc T胃3釧)oC
k no4(隅. k i no・104 k 1 'na40一
soo o.ii 一 23 } z 1 0.63 1 L6san 一 一 3.6
1
3 一 i 一
sss o.a o.: 9.8 1 4 0.97 i 41 1
320 一 一 6:.5 9 6 o i.m i 8




400 冖 一 7.2 i 1; [ 一 1
一
曜 力の壇 加 に件 ひて,kのfdiの増 加は實驗 的に次 式 にて 示 し得 る.
k=a(P-Po〕n .(24)






で表 に し得 る・
夊此のkの 値 は蒭八表 よ り温度の埼 加に從 つて檜加 ナる。k.は酸化反恋 に對ナ る過酸 化物'
の觸 媒作rr亅に於いて,そ れ ぞれの炭化 水素に特性 な る もので あつz,第 八表 よ りヂ メチ ルパ ー
オキサ イ ドの方が,メ チ ルハ イ ドロパ ーオキサ イ ドよ りも一暦有效 であ ることが分 る.
又以上の結果 よりして,.炭化水索酸化反悪に對する過酸化物のff:1(Jは,氣相均一系反感であ
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從 つて(16)式は過酸 化物 が酸 素 と反應 す るためその 濃度が減 少 する頃 を導 入して一般 化 す
る ζとが 出來 る。皀口ち
(IX一ぞ
it一旨no十k躪Xl-gx(25)一
kl》9な る場合 にはk=kl-st,[1)と考 へ上式 は(16)SCIt歸する.
2)添 加瓦斯の影響
●
以一トの如 く炭化水素の酸化反應は蓮鎮反謄1り特性 を多分fcfiしてゐる,今 低温娼の誘導期
聞に對する輸 々の添加物の影響に就いて,牢 量的な解析 を考察 して見 よう.
此の誘導期間 τ臨の間は過酸 化物'krocの非常に遲"反 慮が起つて贋 り,その聞反應速度wは
一定としr 聊は廼酸化物が或る限界量.,ま で蓄稜するに要する時間と考へる.
・、tt(26)w
鋤酸化物が 恥 だけ蓄積され るや否やそれが分解し低温娼が現はれるとする.









y聖は氣相での黴 の破壌がないどした場合の逑鎖の長さである.不 活性気服 を添加しなる
揚合の連錻の長さは.S6menoπ黝 に依れば次式で示 され る,
♂
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∫匚斯中へ擬 散する場合の擴 散係皴に逆比例するzと.を見出 した. ..






・ 一 響 ・_ltipoqs.r
nd'nop=・C.,一÷ ・
X;し添 加物 が零 に等 しいnの 誘縁 賜間{7。〕は,
r。胃囗十γ(.阜.A窩0故CA冨0)(32)









之 を書 き 換 へ て.
1一÷1+kDRLR
1.・・昌1.」畆.馬(35)・r,Cム:
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pm.m. :on …1蜘 2so 320
GiTLm十〇9 rnsec.IIL99.OIZftIfi.6192
Ca・m+・・+… レ1賜 ・e・1 s.i R.715.RAI 3.A_
i・ 翩 ・・
0.73 o.val魄iO.79 o.ra
第.八表}qまプ タン 酸ー 素 文はそktに33%のCO,を 添 加 した る混合瓦斯の種 々の初 睡の場合
の低濡焔 の誘 導期闇 を示 してゐ る.笥:1ガτ。の比 は殆ん ど初 腿に無關 係に恒藪で ある.故 に
τR解/τ。=0.74とする.同 標[.こしてuasの 揚合 にはr1曜/rn=oss.f:る値 を得 た.依 つて..
1:一T_tO;e
Tn-O:RFS...一
i=・剛 「 一喉=螂 .(36)_
a




之 を 解 …}て ∴
kDα尹2翠0.252.(38)
ブJの 灘 颱ll唹 ・・て・Cfl,一一CII・・C恥一CH,一〇・0.一な る過酸 化物基が灘 中心贊 す
と考 へ られ る.
.依つて この基の 氣體遐動 論的 分子 直徑 は;そ の 分 子竝が 殆 ん ど等 しい エチルアセテ ー ト
(C,H;OCO(:H,Jと等 しい と考ぺて よい.妝(35j式 ¢)Dueゐ 位 と しz:CO.や.H,中 へ
ニチ ルプ モテ」 トあ旗敬 係數 の値 惣代用.しで:も大 しだ誤差 はなvと 考ぺ て,ooC.に於.ける.エ
チルァセテー トのco,中 へ の擬散係數.h画 は,
Dco2=0.{u9
で ある1依 つて實驗 の淵 度では,
_Pr
D;;一(蟲:ゾ .(・9・
な る 式 を.用.ひて.326℃ に 於 け るDc..、の4ti.t3,.
・"・一嫻(鑵 γ ㌔ ・.19-・ ・…
依つ て
k=3.3?,(41)
敢 に此のkの 値 及び活性 中心のCO..及びH2中 へ の鑽 散係數 め値 を知 つて(35)式を用ひ
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鰯. 八 木.炭 化 水 素 爆發 に於 け る優 温焔.(Q冊且dtlnme)に就1;(報 介). Vnl.XVI
てlFhを 添 加.した る際の 低roe期 間 を理論的 に計算 す ること寧 出卒 る.
0。Cに於いで画.活性 中心(假 に 土チルアセデ冖 ト)のFI.申 へ の擴散 係數Dn,=0.29故に
3++?0℃.では(39)式に依 り,
nir,=1.09(42)
此 の揚合,Lcn,=C,】一〇,a.であるか.ら(35)式よ り次 の.如く書.き穏 る.(第三躙參照)
i≡集 呈識(43)
70





第 九 表 に は(弱)式 よ り計 算 し た る 値 と,噸 、 の 實 驗 値.との 比 較 を 示 す.





































同様.な計算をヂイソプ ロ..ピルヱ.一.テルの揚合に應用 して.見.る..こ¢)揚合には活性 呼1心がヂ




o、と σtとは活性rlT心とC砿 及 ヂ イソプ ロビルエーテル.との衝突 に於け る有效直樫 を表 は
し,m,mI,Me等 は それ ぞれ 活性 中心,co .t,..(c3H,),o毒㊧分子 暈tt意味 する・
n-89,m1=#44,m2翼102,CO2の有效直徑3A活 性 中心及 びヂ イ ソプ ロピルエ 卩テルの
　
それ を6Aと せ ば,
a。6十64
σ16.'L←3..3
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IanL 八木 。 炭 化水 素 爆 湲 に 於 け ゐ仮 浬 燈 …(cold(famel)に就 て(紹 介》 鰄
∴Drn,n
nu.一芸 ノ1講9-1註




・… 一 咢毀・oars1.4一幗 (d7)
Dma=0.126Cage=1/9









て α84倍短いことになる・此の計算の結果 を實驗値と比籔 して第十表に示す・







307 rs 一ト b.8. u.1 十 〇.i
28・1 LQ 　 5.9 ・ 5.7 }0.ｰ






果 を得た ことになる.然 るに此虚に注意 すべ きことは,CO,及び400ｰC以卞でのII.等は,
プ ク.シ酸素系の反應に對 して 不活性添加物と考5ら れるが,ヂ イソプ ロビノレ吊.卿テルが同様
に不活性であるLと は考へ られない.既 の揚合に著者はヂイソプロビルエーテ花が反應を促
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繝 八木 ・炭 化水 素 蝿 壁 に於 け る低 墨焔 ご(cold...dame)7蠖就 刄. (紹介) Vol.XVI
C鮒,=110.ユ72=5.8*.
此虎 にCnu.は17.2%アセ トン添加の鵠 合のA/pの 比で ある.








ア七 トシ及びCO.の 分子量 であ る.依 つて それ よ り
.(51)し;:







こ の 億 を(51)式 に 代 入 し て.・ 一.'
畿 一L・(鸛:1)辱{・ ・'..,(5・ ・.・
故 に
D餌.ゴDa拍 ×lo:8≒e.19×0.BtO.15... (53)








.欝ζ欝 士諜 畿 聯 騨1畷 の脚82轡 之を竇騨
か くセき梟差の魄南内で寳驗値・とよく.一致するものと考へられ る.
か くてアセ トンも ブタン酸素系:髭)低温熔虻對 して 疋鵤媒とも又負觸媒と.も働かす,不 活性
添加物 としでの式:にトよく一致する之 とにな;惹 從つでナセ トシも又活匪中心の器壁への債散
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評 齟1
No.u 八 水 ・淡 化水 業 爆 蜑 に於 け る.低雌 燈(cold'flame)に越 で.(縮 介) 脚



























































..廻醸化物が一定量蓄胱すれ ば爆發の起 り得ることは 過酸化物のみの熱分解が,極 めて低飃
の或 る隈界堅で爆發的に分解する事實と符合する.
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